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ま　え　が　き

　障害者職業総合センターは、「障害者の雇用の促進等に関する法律」に基づき・労働行政のみならず ・

我が国における職業リハビリテーションの推進とサービスの質的な向上に貢献することをめざして、職

業リハビリテーションに関する調査 ・研究、障害者の雇用に関する情報の収集二分析 ・提供、職業リ ノ）

ビリテーション施設の運営 ・指導、専門職員の養成 ・研修、障害者に対する職業リハビリテーションサー

ビスの提供などの事業を行 っております 。

　このため、当センターでは、職業リハビリテーションの各領域にわたる調査 ・研究を広く実施すると

ともに、その成果を調査研究報告書その他の形で取りまとめ、関係者に提供しております 。

　そのような調査 ・研究の一環として、当センターは平成５年度より 、「重度障害者の職域拡大のため

の総合的就労支援技術の開発に関する研究」を進めております。本研究は、コンピュータを利用したオ

フィス業務における重度障害者の職域の拡大、雇用の促進のための就労支援機器 ・ソフトウェ
アの開発

を目的とする研究開発プロジェクトであります。本報告書は、その開発機器 ・ソフトウェ アの一っであ

る視覚障害者用Ｗｉｎｄｏｗｓ画面読み上げソフトウェアの第二次試作の結果を取りまとめたものです 。

　このソフトウェ アは、現在職場を含め我が国でも急速に普及しているパーソナルコンピュータの基本

ソフトＷｉｎｄｏｗｓ を、 視覚障害者にも利用可能にするソフトウェ アの開発です。具体的には、マウス等

を使って画面上のアイコンやその他の選択対象をクリッ クしたりドラ ッグするＷｉｎｄｏｗｓの操作を、視

覚障害者は音声付きのキー操作で行えるようにするもので、これによ って視覚障害者のコンピュータ利

用が促進され、その職域の拡大が期待できます。今回の二次試作では、平成７年（１９９５年）１１月

にリリースされたＷｉｎｄｏｗｓの最新版Ｗｉｎｄｏｗｓ９５（日本語版）と 、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｅｘｃｅ１Ｖｅｒｓｉｏｎ７
－０

（Ｅｘｃｅ１９５）、 メモ帳やワードパッドの文書処理アプリケーション、ＡＴＯＫ１ＯやＭＳ
－ＩＭＥ９５の日本語入カ

システム等の音声化を実現しました。また、第一次試作ソフトウェ アの評価に基づき 、「音切れ」の改

善や「一文字読み辞書」の整備を図り 、音声による操作性の向上に努めました 。

　本報告書によ って、関係者の方々からご示唆をいただけることを願っております。また、本報告書が

視覚障害者用機器 ・ソフトウェ アの開発者の方々の参考となり 、視覚障害者のコンピュータ利用環境の

向上に役立てば、私どもの大きな喜びであります 。

平成９年１０月

日本障害者雇用促進協会

障害者職業総合センター
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概　　　要

　第１章では、本視覚障害者用Ｗｉｎｄｏｗｓ画面読み上げソフトウェ アの第二次試作にあた って、対象基

本ソフトをＷｉｎｄｏｗｓ３．１から、普及がめざましい最新のＷｉｎｄｏｗｓ９５に切り替えた経緯と、第一次試

作の評価の結果指摘された開発課題を説明する。それら課題とは、読み上げスキ ップ機能、話速高速化、

言葉遣い等の読み上げ辞書の整備、汎用日本語入カシステムヘの対応、対応マシンの拡大など多岐にわ

たる 。

　第２章では、第二次試作 ソフトウェ アの要件仕様の概要を説明する。これらの仕様は、（１）スタートメ

ニューやタスク切り替えの読み上げ等Ｗｉｎｄｏｗｓ９５の基本操作関連、（２）無声音の有声音化 ・読み上げの

高速化 ・文字種の言葉または音質による区別などの読み上げ関連、１３）かな漢字変換時の音声ガイドなど

日本語人カシステム関連、１４）音声ガイドにより能率的に文書を作成 ・編集するためのエディタ機能関連、

１５）表計算などの一般アプリケーション音声化のためのマクロ 関連、そして１６）点字使用者のための６点点

字入カプログラムなどのユーティリティ 関連である 。

　第３章では、第二次試作 ソフトウェ アの具体的な構造や機能を説明する。本ソフトウェ アは、Ｗｉｎｄｏｗｓ

９５の各種イベントを取得するフック機能プ ログラム、取得情報をユー ザーに理解しやすい形に加工し音

声ドライバに送る読み上げ基本プ ログラム、送られてきた情報を日本語解析して音声出力する音声ドラ

イバ、そして個別アプリケーション対応マクロ から構成される。これらによ って、マウスを使わず、か

っ画面が見えなくても、キーポードだけでＷｉｎｄｏｗｓ９５及びアプリケーションを使岬でき
一る坪作環境が

実現される 。

　第４章では、本 ソフトウェ アが「９５Ｒｅａｄｅｒ」の商晶名で製品化が図られること、そして、本 ソフ
’ト

ウェ アによっ て、 職場で視覚障害者も同僚と同一のハードウェ ア・ ソフトウェア環境（Ｗｉｎｄｏｗｓ環境）

で職務遂行が可能にな ってきたことを指摘する。しかし、急速に進化するＷｉｎｄｏｗｓ環境で、視覚障害

者を支援していくためには、今後さらに通信対応など本 ソフトウェ アの機能充実が求められていること

も事実である 。

　なお、資料編には第二次試作 ソフトウェ アの詳細な仕様を掲載し、障害者のための支援機器 ・ソフト

ウェ ア開発者等の参考に供している 。



第１章　第一次試作から第二次試作へ

視覚障害者用Ｗｉｎｄｏｗｓ画面読み上げソフトウェ ア第二次試作の開発の目的は以下の３点である 。

（１〕対象ＯＳをＷｉｎｄｏｗｓ３，１からＷｉｎｄｏｗｓ９５へ移行

（２）第一次試作の評価において指摘された問題点の改善

（３）実用化を目指したアプリケーションの読み上げ

１． Ｗｉｎｄｏｗｓ９５への移行

　Ｗｉｎｄｏｗｓ９５は、米国Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社が！９９５年８月に売り出したパーソナルコンピュータ（以下、パソ

コンと略す）用基本 ソフト（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ、以下ＯＳと略す）で（図１）、 その日本語バ ージ ョン

は同年１１月に発売された。現在では、世界中で販売されるパソコンの８割強がＷｉｎｄｏｗｓ９５を搭載して

おり 、圧倒的なシェアを有している（朝日新聞 ，１９９６）。 企業においては、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５上で動作する

オフィス用ソフトウェア（ワープ ロ・ 表計算ソフト ・プレゼンテーションソフト ・電子メールなどを統

合した製晶）の普及と相まっ て、 Ｗｉｎｄｏｗｓ９５搭載パソコンを使う必要のある職務が拡大している。こ

のような状況において、視覚障害者の雇用の確保のためには、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５に対応した視覚障害者用

Ｗｉｎｄｏｗｓ画面読み上げソフトウェ アの実用化が急務とな っていた 。

２． 第一次試作の評価において指摘された課題

　障害者職業総合センターではまず、Ｗｉｎｄｏｗｓ３，１を対象としたＷｉｎｄｏｗｓ画面読み上げソフトウェ ア

の第一次試作を開発し、これを８９名の視覚障害者に試用していただき、そのうち５２名から、ソフトウェ

アの評価を得た（日本障害者雇用促進協会障害者職業総合センター １９９６）。 その結果、読み上げソフ

トウェ アに対して次のような機能の追加および改善が求められていることがわか った 。

音声関連 ：

読み上げ音声のスキ ップ機能

読み上げ音声の一時停止 ・再開機能

話速の変更機能

文字列の読み上げに含まれる間（ま）の変更機能

一文字ずっ読み上げさせた音の有声化

読み上げる言葉使いの簡潔化

一３一
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システム全般 ：

（１）ハングアッ プの解消

（２）ＰＣ－９８２１シリーズヘの対応と動作確認

そのほかの機能追加 ：

１１）汎用の日本語入カシステムの読み上げ機能

（２）ヘルプ画面の読み上げ機能

（３〕６点点字入力機能

第二次試作においてはこれらの課題の解決および機能の追加を図る 。

３． アプリケーションの読み上げ

読み上げソフトウェ アを実用的なものとするには、Ｗｉｎｄｏｗｓの基本機能の読み上げに加えて、個々

のアプリケーシ ョンが保持している画面情報の音声化が必一要となる。しかし、現在市販されている膨大
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な数のアプリケーション全てを昔声化することはできないので、視覚障害者の二一ズの高いアプリケー

ションに絞り込まなくてはならない
。

　第一次試作の評価と同時に行 ったアンケートから、職場においてパソコンを使う作業と 、今後Ｗｉｎｄｏｗｓ

上で使用したいアプリケーションにっいて知ることができた（日本障害者雇用促進協会障害者職業総

合センター １９９６）。 これによると、職場におけるパソコンの使用目的は、文書作成、表計算、プ ログ

ラミング、パソコン通信、辞書検索などである。そして、これらの作業を行うためのソフトウェ アのう

ち、 市販品の中でもシ ェアの大きいものを使用したいという視覚障害者の要望が窺えた。これらの製晶

の利用は、職場において視覚障害者と晴眼者の同僚が コンピュータ資源を共用するという観点からも望

ましい。従 って、文書作成、表計算、プログラミング、パソコン通信、辞書検索などの製品分野のうち 、

シェ アの大きい製品の音声化を目指す 。

４． 開発の経緯と本報告書の構成

　ここで、視覚障害者用Ｗｉｎｄｏｗｓ画面読み上げソフトウェ アの開発の流れを紹介する 。

　障害者職業総合センターでは最初に 、Ｗｉｎｄｏｗｓ３．１を対象に第一次試作 ソフトウェ ア（開発名 ：

ＴｏｐＲｅａｄｅｒ）を開発した。このソフトウエアを視覚障害者に実際に使用していただいた上で、ソフト

ウェ アの評価を得た 。

　次に、第一次試作 ソフトウェ アの課題の解決および機能の追加を図り 、対象ＯＳをＷｉｎｄｏｗｓ３．１から

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５へ移行した第二次試作ソフトウェ アを開発（開発名 ：ＥＺＷｉｎ）した。この第二次試作 ソ

フトウェ アも視覚障害者による評価を受け、市販化のために若干め改良が加えられ、平成８年に９５

Ｒｅａｄｅｒという製品名で市販化された 。

　本報告書は、これら第二次試作の開発に関して記したものである 。

　第１章では、第一次試作ソフトウェ アの開発と評価の概要を記し、評価結果をもとに第二次試作の開

発目標を明確にした 。

　第２章では、第二次試作として開発するソフトウェ アの要件仕様の概略を記した。仕様の詳細は資料

として巻末に掲載した 。

　第３章では、第二次試作 ソフトウェ アの改良版である９５Ｒｅａｄｅｒの機能にっいて詳しく説明した。改

良前のソフトウェ アＥＺＷｉｎの評価、並びにＥＺＷｉｎから９５Ｒｅａｄｅｒへの変更点にっいては資料として巻末

に掲載した 。

　第４章では、９５Ｒｅａｄｅｒの利用により可能とな ったパソコン作業にっいて概説するとともに、今後の

開発方針について記した 。

　巻末には、第二次試作の要件仕様と、第二次試作の評価結果、市販化されたソフトウェア９５Ｒｅａｄｅｒ

のマニュアルを掲載した。グラフィカルユー ザインタフェースの音声化システムを構築する際の参考と

されたい 。
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第一次試作品の開発
発名：ＴｏｐＲｅａｄｅｒ

対象：Ｗｉｎｄｏｗｓ３ ．１

評価

第二次試作品の開発
開発名：ＥＺＷｉｎ

対象１Ｗｉｎｄｏｗｓ９５

評価

市販化のための改良
発名：９５Ｒｅａｄｅｒ

対象：Ｗｉｎｄｏｗｓ９５

市販化，第三次試作

図２　視覚障害者用Ｗ■ｎｄｏｗｓ画面読み上げソフトウェ アの開発の流れ図

　　　太い線の枠で囲まれた作業について本報告書で論じる 。
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